
［事前活動］自国の感染症対策の現状及び課題についてジョブレポートを作成

［本邦研修］
1. 感染症対策・行政等についての講義
- 感染症対策の国際的トレンドについて（WHOなどの国際機関による対策の潮流、ガイドライン
等について）
- 日本における感染症対策行政について、- 日本における予防接種行政について
- 日本における感染症危機管理について（WHO IHRに関する取組を含む）
2. 個別疾患対策についての講義（世界的な潮流及び日本の取組について）
- 新興・再興感染症対策について
- NTD（顧みられない感染症について）
- 肝炎対策について
- 性感染症対策について
3. 感染症対策関連機関における視察
- 保健所、保健研究センター、病院
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【案件目標】
感染症の予防・危機管理対策、衛生教育の観点から、参加者自身の業務に関連し直面している
問題が整理され、感染症対策改善のための行動計画が策定される。

【成果】
1. 自国の感染症や行政対策などの現状及び課題が明らかにされるとともに、ジョブレポートの
発表およびディスカッションを通じて参加者間で情報が共有される。
2. 保健システム強化に資する、日本での感染症行政のあり方、行政組織、歴史的発展の経緯や
国際協力について説明できる。
3. 新興・再興感染症、顧みられない感染症に関する課題が明らかにされる。
4. 保健サービスの向上に資する行動計画のドラフトが作成される。
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【対象組織】
中央政府もしくは地方政府の感染症対策部
局

【対象人材】
感染症対策分野の企画・運営に携わる行政
官
公衆衛生分野で3年以上の職務経験がある
もの
(医療分野の資格があれば尚良い）
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対象国の条件：

副分野課題：

新興・再興感染症や顧みられない感染症は、世界各国が協力して取り組むべき地球規模の問題である。また感染症は、開発途上国では個人
の健康への脅威であるだけでなく、社会・経済の開発を阻害する要因である。感染症対策に携わる各国の行政官が、戦後数十年の間に世界
トップレベルの感染症指標を達成した我が国の知見について学ぶことで、それらの技術を帰国後自国での感染症対策に利用できるようにな
る。
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